
①-2.WiFiアクセスポイント設置 
ユーザ位置の推定に最適なWiFi電波提供エリアを検討し、現地調査にて
WiFiアクセスポイントの設置条件を見付け出し、評価実験を行う実証フィー
ルドを構築した。 

①-1.リアルタイム位置情報の推定 
ユーザ位置を推定するために、ユーザ端末のWiFiアクセスポイント接続ロ

グを収集・蓄積し、取得した接続ログ情報から利用者端末の位置を推定
するリアルタイム位置情報推定アプリケーションを開発した。（接続ログは
個人が特定できないよう、プライバシーに配慮した形で収集） 

②データ分析 

• 接続ログによるリアルタイム位置情報の推定 

• 位置情報をさらに分析し、ユーザの行動ログを分析、
ユーザ属性推定 

• 気象データによる、リアルタイムな気象解析 
（急激な気象変化・ヒートアイランド現象等） 

②リアルタイム動線・行動データの解析 
• ユーザの属性が分からない場合にも、ユーザの位置情報（滞在位置
推定情報）と、嗜好の情報（コンテンツの閲覧履歴情報）を使用して、
ユーザ属性を推定するための分析機能「属性分析アプリケーション」の
基本機能を開発した。 

• ユーザの移動先や興味のあるコンテンツを予測するために、ユーザの
行動傾向を推定する分析機能「行動傾向推定アプリケーション」の基
本機能を開発した。 

• リアルタイムに処理を行うため、分析フレームワークにJubatusを採用し、
大規模スマートICTサービス基盤テストベッド（JOSE）上の分散計算機に
構築した。将来的なスケールアウトにも対応可能。 

リアルタイムデータ解析 
基盤技術 

２．研究開発の目標 

３．研究開発の成果 

１．実施機関・研究開発期間・研究開発予算 
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◆実施機関 エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社 
◆研究開発期間 平成２６年度から平成２７年度（２年間） 
◆研究開発予算 総額 ４０百万円（平成26年度  ２０百万円 ） 

人の動線・行動を解析し、必要とする情報を必要な人にタイムリーに提供することを目的に、特に従来技術では難しかったリアルタイムによる動線・行動のデー
タ解析技術の研究開発、ならびに気象環境の変化によって生じる人の行動の変化を解析する技術の研究開発を行う。 

平成26年度 「ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発」 
採択番号：178A01 気象データ・地域ソーシャルデータを活用したリアルタイムデータ解析技術の研究開発 

研究開発目標 研究開発成果 

①データ取得 

• Wi-Fiアクセスポイント設置による接続ログの取得 

• 地域に設置された環境センサによる気象データ取得 

③リアルタイムな情報提供・リコメンド 

• 分析データとソーシャルデータを組み合わせて、
ユーザに合ったタイムリーな情報提供を行う 



タイトル：「気象データ・地域ソーシャルデータを活用したリアルタイムデータ解析技術の開発 ～人の動線・行動の変化を解析し、タイムリーな情報提供
が可能に ～」 
「気象データ・地域ソーシャルデータを活用したリアルタイムデータ解析技術」の開発実績、研究概要、今後の展開についてプレスリリースを行った。 

 ４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）  

  （１）新世代ネットワーク推進フォーラム（主催：NICT 研究開発戦略ワーキンググループ） 

  （２）プレスリリース発表 

研究開発戦略WG 第12回 2014年11月25日 （火） NICT麹町会議室 
講演題目：「気象データを用いたリアルタイムデータ分析技術活用事例」 
NICTが主催する新世代ネットワーク推進フォーラム研究開発戦略ワーキンググループ において、基盤テストベッド（JOSE）の利用した実証実験として、  
”気象データを用いたリアルタイムデータ分析技術活用事例”について発表し、新世 代ネットワークの在り方の観点から、ワーキングメンバとディスカッ
ションを行っ た。 
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 
プレスリリース 

報道 
展示会 標準化提案 

気象データ・地域ソーシャ
ルデータを活用したリアル
タイムデータ解析技術の研
究開発 

0 
( 0 ) 

0 
( 0 ) 

0 
( 0 ) 

1 
( 1 ) 

1 
( 1 ) 

0 
( 0 ) 

0 
( 0 ) 

※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。 

 ５．今後の研究開発計画 
課題１ リアルタイムデータ解析基盤技術の開発 
 昨年度検討した人の属性と行動パターンの違いや季節や気象条件の違いによる行動の変化に着目した、人の動線・行動をリアルタイムに解析する為
のアプリケーションの開発を行う。行動分析処理時間の目標時間を1秒以下とし、課題２の実証実験にて本アプリケーションの検証を行う。 
 
課題２ リアルタイム行動分析結果を用いたソーシャルデータ活用の実証 
実証実験の場所である広島市観光施設（安佐動物公園）などに設置された環境センサのデータをソーシャルデータの例として活用し、ソーシャルデータ
活用の実証実験を実施する。実証実験の規模としては夏と秋の2回以上の実施。実証実験全体として数週間程度の期間行い、計数百グループ以上の
データを収集し、課題１で開発したアプリケーションの検証を実施する。 
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